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開館時間

休館日

問い合わせ

ぶどうちゃんが、ふわふわのショートケーキの上
に、気持ちよさそうにちょこんと座っています。す
ると、「いーれーて!」と次々にくだものたちがやっ
てきて…。繰り返しが楽しい、あかちゃんがにっこ
りする絵本。

ぎゅぎゅっとくだもの
ひらぎ みつえ ／ 作

世界文化ワンダーグループ

幼児向け 

戦場にいるからこそ、見えてくる平和とは? 小手
鞠るいが、自身の作品や、小松左京、やなせたか
し、村上春樹、ヘミングウェイなど先人たちの戦争
文学を読み解き、戦争の実相を伝える。

わたしが戦場にいる
小手鞠 るい ／ 著

偕成社

中高生向け 

突然、父親を奪われた少女に救いは訪れるのか? 
事件の謎は、戦前から令和まで引き継がれる。世
代を超えて社会の歪みと戦い続ける者たちの行
き着く先とは、いったい何なのか-。『小説現代』掲
載を加筆改稿。

神都の証人
大門 剛明 ／ 著

講談社

一般向け

著名な哲学者たちも、生活のために「仕事」をして
きた! 眼鏡を磨くスピノザ、嫌々ながら市長をつと
めたモンテーニュ…。古代から現代まで40人の哲
学者をとりあげ、生活の糧を得ていたもう一つの
職業をひも解く。

哲学者たちの<ほんとう>の仕事
ナシム・エル・カブリ ／ 著

野村 真依子 ／ 訳
晶文社

一般向け

グランドピアノ、カメラの三脚…。3本のあしで
立ってるもの、たくさんある。3本あしって実はす
ごいってことを、わたし、発見したの! オリジナリ
ティあふれる疑問、実験、観察が表現された「科学
の芽」賞受賞作品を絵本化。

たおれる?たおれない?3本あし
かんちく たかこ ／ 文

北村 裕花 ／ 絵
菊地 灯 ／ 原案

講談社

小学生低学年向け

イヌが銀をみつけ、銀のおかげで家がたちました。
家にはブタがすみはじめました。ブタはきらわれも
のだったので、家をうごかすことに…。アメリカ西
部・アイダホの、うそみたいなほんとうの話。

ミラーさんちのころころころがるおひっこし
デイヴ・エガーズ ／ 文
ジュリア・サルダ ／ 絵

青山 南 ／ 訳
化学同人

小学生高学年向け

（新）こどものおはなし会
毎週水曜日 16：00 ～ (約30分)
毎週土曜日 14：00 ～（約30分）日 時

おはなし会は事前の参加申し込みや参加費用は不要です。
絵本の読み聞かせやわらべ歌、パネルシアター、紙芝居などの内容で

みなさんのご来館をお待ちしております！ぜひお気軽にご参加ください！

（旧）えほんのじかん

４月からおはなし会の名称が変わります！

4月

（新）０.１.２歳のおはなし会
毎月第４火曜日 10：30 ～ (約20分)日 時

（旧）らっこのじかん

　

干
拓
と
は
、海
や
河
川
な
ど
の
一
部
を
堤

防
で
囲
み
、内
側
の
水
を
排
水
し
て
新
た
な

土
地
を
造
成
す
る
こ
と
で
す
。
農
地
の
確
保

な
ど
を
目
的
に
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、記
録
に
残
る
よ
う
な
大
規
模
な
干
拓

事
業
は
、ほ
と
ん
ど
が
江
戸
時
代
以
降
の
も

の
で
す
。

　

江
戸
時
代
以
降
に
干
拓
が
大
規
模
化
す
る

背
景
と
し
て
、人
口
の
増
加
と
、一
方
で
面

積
当
た
り
の
農
業
生
産
力
が
限
界
に
達
し
て

い
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
領
主
が

頻
繁
に
代
わ
る
な
ど
政
治
的
に
不
安
定
だ
っ

た
戦
国
時
代
以
前
と
比
べ
、安
定
し
た
政
治

の
下
で
、よ
り
組
織
的
に
農
地
を
広
げ
、生

産
力
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
広
大
な
干

潟
が
発
達
す
る
有
明
海
や
八
代
海
に
は
、特

に
多
く
の
干
拓
地
が
存
在
し
ま
す
。

　
「
干
拓
」と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
は
比
較

的
新
し
く
、大
正
三（
１
９
１
４
）年
の
耕
地

整
理
法
改
正
の
際
に
生
ま
れ
た
と
み
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
以
前
は
、埋う

め

立た
て

や
開
発（
か
い
は
つ
・

か
い
ほ
つ
）な
ど
の
言
葉
で
表
現
さ
れ（
※

１
）、そ
の
結
果
造
成
さ
れ
た
土
地
の
こ
と

を
新し

ん

地ち

や
開ひ

ら
き

、搦か
ら
み

な
ど
と
呼
び
ま
し
た
。

　
宇
土
周
辺
の
干
拓
に
関
す
る
資
料
と
し
て
、

「
宇
土
郡
両
手て

永な
が

絵
図
」と
呼
ば
れ
る
絵
図

が
あ
り
ま
す（
図
１　

熊
本
県
立
図
書
館
蔵
、

『
新
宇
土
市
史
』資
料
編
１
収
録
）。
江
戸
時

代
の
文ぶ

ん

化か

九
～
文ぶ

ん

政せ
い

六（
１
８
１
２
～
２
３
）

年
頃
に
描
か
れ
た
こ
の
絵
図
に
は
、当
時
存

在
し
た
干
拓
地
が
黄
色
で
示
さ
れ
、面
積
や

年
号
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

現
在
の
宇
土
市
新し

ん

開が
い

町
か
ら
住す

み

吉よ
し

町
に
か
け

て
の
緑
川
・
有
明
海
沿
岸
部
は
ほ
と
ん
ど
が

干
拓
地
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

注
目
す
べ
き
は
、現
在
の
住
吉
町
に
あ
る

特
に
大
き
な
干
拓
地
、通
称「
笠か

さ

岩い
わ

新し
ん

地ち

」で

す（
下
図
①
）。
絵
図
に「
御お

開ひ
ら
き

」「
寛か

ん

文ぶ
ん

十
二

年
御
開
発
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、寛
文
十
二

（
１
６
７
２
）年
に
肥
後
藩は

ん

の
主
導
で
干
拓
が

行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
県

内
の
干
拓
地
の
中
で
も
古
い
方
と
言
え
ま
す
。

　

そ
の
後
、
１
０
０
年
あ
ま
り
後
の
寛か

ん

政せ
い

十
二（
１
８
０
０
）年
に
現
在
の
笹さ

さ

原わ
ら

町
付
近

で
、次
い
で
文
化
五（
１
８
０
８
）年
に
新
開

町
付
近
で
干
拓
が
行
わ
れ
ま
す
。
前
者（
下

図
②
）は「
手て

永な
が

開び
ら
き

」、後
者（
下
図
③
）は「
宇

土
御
開
」と
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
松ま

つ

山や
ま

手て

永な
が（
※

２
）、宇
土
藩
の
主
導
で
干
拓
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

温
故
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～
う
と
学
だ
よ
り
～

問 

文
化
課 

文
化
係
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緑
川
河
口
の
干
拓
地
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絵
図
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、現
在
の
新
開

町
か
ら
住
吉
町
に
か
け
て
の
沿
岸
部
に
は
、

笠
岩
新
地
か
ら
約
１
７
０
年
後
、天て

ん

保ぽ
う

十
四

（
１
８
４
３
）年
に
干
拓
さ
れ
た「
北き

た

浦う
ら

新し
ん

地ち

」

（
下
図
④
）が
存
在
し
、そ
の
外
側
の
堤
防
は
、

現
在
も
改
修
の
手
が
加
え
ら
れ
な
が
ら
潮
受

堤
防
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。
一
方
、新

規
干
拓
に
よ
り
内
陸
部
と
な
っ
た
旧
干
拓
地

で
も
、堤
防
跡
や
排
水
路
跡
が
現
在
も
よ
く

残
り
、沿
岸
の
地
形
の
変
遷
と
、農
地
を
広

げ
た
先
人
た
ち
の
苦
労
を
今
に
伝
え
て
い
ま

す
。

※
１　

�

水
底
を
干
上
が
ら
せ
て
利
用
す
る
干

拓
と
、土
を
入
れ
て
土
地
そ
の
も
の

を
か
さ
上
げ
す
る
埋
め
立
て
と
は
、

現
在
は
区
別
さ
れ
る
。

※
２　

�

手
永
と
は
、江
戸
時
代
の
行
政
単
位
。

現
在
の
宇
土
市
域
の
ほ
と
ん
ど
が
松

山
手
永
、又
は
郡こ

お
の

浦う
ら

手て

永な
が

に
属
す
。
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図１ 宇土郡両手永絵図
（抜粋、一部改変　黄色部分が干拓地）図２　緑川河口付近の干拓地（範囲を示す赤線は推定を含む）

笠岩新地の干拓堤防
（住吉町）

外側に北浦新地ができたこと
で潮受堤防としての役目を終
えたが、今も良好に残ってい
る。
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